
双眼実体顕微鏡の正しい使い方 
使い方 各部の名称 

鏡筒 

ステージ板 

 クリップ 
（クレンメル） 

接眼レンズ 

粗動ねじ 

接眼レンズを目の幅に合うように調節し、左右の
視野が重なって1つに見えるようにする。 

粗動ねじをゆるめ、鏡筒を上下させておよそ 
のピントを合わせる。次に右目でのぞきながら、  
微動ねじを回してピントを合わせる。 

 
微動ねじ 
（調節ねじ） 

対物レンズ 

左目でのぞきながら視度調節リングを回して 
ピントを合わせる。 

1. 眼幅を調節する。 

2. ピントを合わせる。 

3. ピントを調節する。 

視度調節リング 

支柱 

注意すること 

照明装置（落射） 

照明装置（透過） 

 顕微鏡は両手で持ち運び、水平なところに置く。 
 

 粗動ねじをゆるめると本体が急に下がるので 
必ず鏡筒を支えながら操作する。 

 

 日光が直接当たるところでは使わない。 
 

 光源にハロゲン球を使用しているものは照明部
分が高温になるので直接手で触れない。 

そう   がん  じっ   たい  けん   び   きょう 

かく  ぶ 

めは  ば ちょうせつ 

ちょうせつ 

し ど ちょうせつ 

そどう 

しちゅう 

びどう 

しょうめいそうち らく しゃ 

しょうめいそうち とう か 

たいぶつ 

せつがん 

きょうとう 
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